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理事長あい
さつ

 おかげさまで、AMDA国際
医療情報センターが活動を始

めてから丸35年になりまし
た。絶え間ない活動ができた

ことに対して、この組織の内

外から応援してくださったす

べての皆様に心より、感謝御

礼申し上げます。

 ⽇本に在住する外国人の数

は初めて400万人に迫ってお
り、外国人観光客の増加と併

せて、言葉や習慣が異なる人

たちを我が国にどのように受

け入れていくのかが⼀層、重

要になっていると思います。

「平等」の意味をよく噛みし

め、外国人への差別は許され

るわけもありませんが、⼀方

では⽇本人側から⾒て逆差別

と思えてしまうようなことが

ないよう、施策や言動には熟

慮が必要でありましょう。

 とくにつけ加えたいことは

AIの急速な進歩により、希少
言語の通訳翻訳までもが⼿持

ちのスマホで驚くほど簡単に

瞬時にできてしまうように

なったことです。

 これには有事の責任の問題

等、指摘はされていますが、

⼿軽さから圧倒的な広がりを

⾒せていると⽇常の診療から

感じます。実際、有料の電話

通訳翻訳サービスは利⽤者数の

減少に直⾯しており、いずれ、

経営上の問題にも発展すること

でしょう。ただし、無料である

これらのセンターのサービス

利⽤には⼤きな影響はないかも

しれません。センターが開設

以来36年間、多くの医療機関を
始めとする組織や個人からの

信頼を得て、積み上げてきた

無料の多言語での医療・医事

相談は今後も頼られる存在と

なることでしょう。皆様の変わ

らぬご支援、ご協⼒をお願い

申し上げる次第です。

 理事長 ⼩林 ⽶幸
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相談

実績

電話件数 1,457 件

（前年比1.2倍）
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医療機関の情報

医療通訳に関すること

AMDAの業務に関すること

その他

相談内容

対応言語

医療通訳に関する問合せの

多さに比べ、実際の通訳に

つながる割合は少ない。

三者通話による予約支援を

開始したことも影響してい

るとみられる

医療通訳についての問い合わせ数が
医療機関の情報提供数に迫る

⽇本語での対応が最多
となった

医療通訳についての問い合わ

せの多さが、⽇本語での問い

合わせの多さにつながってい

るとみられる
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日本語
38.5%

英語
37.7%

中国語
10.8%

ポルトガル語
4.3%

スペイン語  3.3%
ベトナム語  3.2%
タイ語    1.0%
韓国語    0.6%
フィリピン語 0.5%



三者通話による
支援件数 67 件

三者通話による予約支援

予約支援の需要が
あることが判明

外国語対応可能な医師が在籍していても、

受付・事務⼿続・看護場⾯等で言語的不安

が残ることで受診につながりにくいケース

がある。このため、診察場⾯に限定しない

言語支援を開始したところ、実際の受診成

立につながる事例が⾒られた。

相談時の診療科

⽇本語が不得⼿な外国人にとっ

て、精神科・心療内科の受診は、

身体疾患以上に高い障壁を伴う。

症状や感情を言語化する難しさに

加え、医療機関側においても、母

語以外での精神科診療や治療効果

に不安や慎重な姿勢が⾒られる場

合があるためである。当センター

では、こうした課題を踏まえ、外

国人の精神科受診支援を重点分野

の⼀つとして取り組んでいきた

い。

精神科の相談は増加の⼀途
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精神科・診療科

それ以外の診療科
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通訳件数 132 件
（前年比1.6倍）通訳

実績 総通訳時間 64 時間

（1件あたり平均約30分）
約
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外来診察場⾯での通訳
が最多

通訳支援の半数以上が外来診療

で実施され、外国人患者が⽇常

的な医療にアクセスするために

医療通訳を必要とすることがあ

ると⽰唆される。
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通訳診療科

精神科・心療内科の通訳利⽤

が多い背景には、継続通院 

患者による反復利⽤があると

考えられる。内科・外科など

の身体科診療では、急性疾患

に対する数回の受診で終診と

なるケースも多い⼀方、精神

科・心療内科では継続的な 

診療関係が必要となる場合が

多く、通訳支援も長期的に 

求められる傾向がみられた。

精神科・心療内科の通訳
に特徴



患者から依頼できる
遠隔医療通訳
患者からの依頼が6割

通訳依頼元は患者本人から

が約6割を占めた。2024年 
12⽉までは患者本人からの
直接依頼を受け付けていな

かったが、運⽤変更後は 

患者からの利⽤が増加し、

通訳件数増加の⼀因となっ

たと考えられる。

通訳依頼元

患者
61.2%

医療機関
33.3%

保健所
3.4%
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通訳⼿段

電話

ウェブ会議
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患者からの依頼を受けて
いることで電話通訳件数
が増加

2021〜2024年度にかけては、
医療機関との連携によるWeb 
会議通訳の利⽤が経時的に増加

していた。⼀方、2025年度は
患者本人からの通訳依頼受付を

開始したことにより、電話通訳

件数が増加した。現在、患者 

本人からの依頼についてはWeb
会議通訳には対応しておらず、

この運⽤体制の違いが通訳⼿段

の構成変化に影響したと考えら

れる。



その他の事業

電話件数 12,928 件

受託事業

予防接種予診票ほか 13種類 1〜4言語

東京都保健医療情報センターひまわり外国語対応室

神奈川県大和市 翻訳受託

東京都 外国人患者への医療等に関する協議会

2025年度活動報告

7

言語の内訳

英語
43.4%

中国語
26.7%

日本語
24.5%

スペイン語
2.6%

韓国語 2.2%
タイ語 0.7%

協議会・検討会委員

神奈川県　外国人医療推進検討会議会

レセプション
英国⼤使館 New Years Reception



福山市医師会看護専⾨学校
朝⽇医療⼤学校
⼤阪医療センター附属岡山看護助産学校

世⽥谷区 Life in Setagaya 2025
茅ヶ崎市 市民便利帳

彦根市  ⽣活ガイド

刈谷市  外国人のための困りごと相談つなぎ方ガイドブック

姫路市  令和7年度⽣活ガイドブック
那覇市  ウェブサイト

⻄宮市  ゲートキーパー⼿帳

東広島市 ウェブサイト

福岡よかトピア国際交流財団 ウェブサイト

静岡県国際交流協会 ウェブサイト

焼津市  外国語版広報やいづ

高知県立病院 院内ポスター掲⽰

郡山市  ウェブサイト

鹿児島市国際交流財団 ウェブサイト

講義・講演
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当センターについて掲載依頼をいただいた⾃治体

NPO法人東海ヘルプライン東海 つなぎ方研究会

「夜間・休⽇ワンストップ窓⼝の運⽤等・希少言語に対応した
遠隔通訳サービスの提供」第3回説明会

東京都 令和7年度 医療機関における外国人患者対応支援研修

センター内研修

新人研修

東京科学⼤学精神保健看護学分野 谷⼝ 麻希 氏
⽇本の精神保健医療サービス 〜外国人への支援の視点から〜

韓国語        5名
タイ語        3名
英語         2名
スペイン語      1名
相談サポート     1名
ボランティアスタッフ 2名
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